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研究の概要：  
 近年、健康にかんする関心が非常に高まっているが、IT 技術の急速な発展のな
かにあっても、健康・医療にかんする情報流通の遅れは際立ったものがある。これ

は，健康・栄養・医療などを総合的に配慮した指導体制，システムの欠落にあると

考えられる。本プロジェクトでは、情報・通信学や健康学、栄養学、医療などの研

究者が、学際的に健康栄養の実践を目的として、研究開発を推進、初年度は下記の

成果が得られた。 
（１） インターネットサーバーとホームページの立ち上げ 
（２） 食品栄養データベースの開発 
（３） 画像型簡易型栄養計算システムの開発 

 
インターネットサーバーとホームページの立ち上げ： 
京都リサーチパーク内にサーバーを設置し、京都大学のNOCからJGNに接続した。
サーバーのドメイン名はhealth-info.jpとした。またホームページの名称は「健康栄養
インフォメーション」、URLはhttp://health-info.jpです。栄養に関する基礎知識、病気、
運動、メンタルヘルスなど様々な健康情報を盛り込んでいる。これらの情報のなか

には、個人情報が含まれることもあり、セキュリティ対策の研究も同時に行ってい

る。 
 
食品栄養データベースの開発： 
栄養学の基本である五訂日本食品成分表（科学技術庁資源調査会編）をデジタル

化し、データベース化、京大生協食堂等の協力下で、１０００種類を上回る料理の

高精細画像、レシピ、および栄養成分をデータベースに登録した。加工食品の栄養

成分についてもデータベース化を進めている。 
 
画像型簡易型栄養計算システムの開発： 
 ホームページからユーザーが簡単に食事記録と栄養計算ができるようにシステム

を開発した。料理データベースに登録されている料理画像の一覧がブラウザに表示

される（図１）。このなかからその日に食べたものを選択し、自分の食事記録として

サーバーに登録し、栄養計算を実行すると、３大栄養素、ビタミンおよび 
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ミネラルの摂取過不足がレーダーチャートで表示される（図２）． 
 
今後の予定： 
データベースに関しては、不足している沖縄県や東北地方の食事データを中心に、

各地で収集を行い、栄養計算システムで利用可能とし、英語版を作成、世界の人々

が利用できるようにしていく予定である。また、健康・栄養や医療に関係する学会、

講演会等をデジタルビデオ化し、ホームページ上でVODサービスを準備中である。 
 
将来の展望： 
将来的には、日本全国の郷土料理や、中華・フレンチ・イタリアンといった各国

料理も含めた総合的な食事データベースの構築を目指している。また単にユーザー

の健康・栄養状態の改善を支援するだけでなく、食文化全体に幅広く貢献できる情

報の収集と提供を行っていきたい。 
 

 
図１．料理選択画面        図２．レーダーチャート 

 
 

 


